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海洋掘さく船｢第一探海号｣見聞記

遂に日本にもボrリンｰグ船カミ誕生した!われわれ関

係者は数年も前からこの問題に取り組み何とかして

日本にも優秀在ボｰリング船を保有したいと念願してい

たのですカミその先端をきって太平洋探海工業KKが

本格的なボｰリング船を建造したことはわれわれ関係

者ばかりで恋くわが国にとっても喜ばしいことであり

これまでのご苦労に対して関係者に敬意を表したv'と

思います.というのはわが国にも今までに海底ボｰ

リングはかなり行なわれていました.す荏わち足場

法(地質ニュｰス57号参照…･以下番号のみ記載)の

昇降デッキ式(白鯨号78号)が日本海東北沿岸でまた

固定デッキ式(海上移動櫓)が九州北酉部沿岸と字部沖

で音からか柱り活動しています.また東海サルベｰジ

KKが鉄商法(97号)を考案しおもに瀬戸内海や津軽

海峡の浅海部で地質調査ボｰリングを行在っています.

これらの方法は200～2,000m位まで掘れるのでその点

ではじゅうぶんと思いますが許容水深がせい苦い30m

～40m程度までという難点カミあります.

日本周辺の大陸棚地質調査とくに石油･石炭などの地下

資源の探査･開発および国土の発展に伴う交通網の開発

の点から本州～四国間また本州～北海道間の直結が計

画されすでにかなりの地質調査は行なわれてきていま

すカミ現時点では前記のような方法で行なえる許容水深

の限界を越えて深い所のボｰリングが強く要望されてい

る現況であり結局は船上法によらなければなりませ

河内幸英

ん.

浮遊している船上からボｰリングを行なう船上法は

日本では昭和14～15年興岩佐氏が小船を2隻連結して

その間に橋をわたして掘さくしたことはありますカミそ

の後ほとんど進展をみせていません.これに対して米

国では昭和20年にDr･W･W･Randが最初のボｰリ

ング船Submarex号を建造し海底ボｰリングに成功

したのを皮切りに各石油会社でも徐々に造り初め1958

年にCUSSグノレｰプが結成されて以来急速の発展を

みるに至りました.米国のボｰリング船についてはす

でに115号にも掲載していますがその後佐々先生(北

大教授)が渡米の折に調べられた海洋ボｰリング船の現

況は32真下掲の表のごとくですでに27隻にも達してい

ます.この表からもわかるように大型船には10,OOOト

ン級のDisc0Yererや8,250トンのWesternO丘

Shore皿カミありまた200トン級の小型船もかたりあ

ります.掘さく深度は600m程度から6,000m程度ま

であるのに対して第一探海号は500トンの船で1,500

mまで掘さく可能といわれています.これに対して作

業可能水深は第一探海号が200mであるのに対して米国

の船は70～180m程度です.

船上法は浮遊している船上にボｰリング機械や櫓な

どを設備し船から直接に掘る方法であってこの場合

④洋上で正しく船を固定しうるかどうか

◎海底の孔口と船との間をいかにつ匁い

でビットや掘管の昇降を行なうか

◎船の動揺が掘管に及ぼす影響をいかに

防ぐか

という点が問題の焦点になります.

まず船の固定の問題ですカミ通常行

なわれているのが軍艦などで使ってい

るダンフォｰス型のアンカｰを用いて

行政う方法でアンカｰの小さいのは

100kg程度のものから大きいのにな

ると10トン以上のものまであります.

錨泊方法も港内停泊のように双錨だけ

というわけにはいか粗いので最小4

点時には8点の錨泊を行ないます.

第1探海号(太平洋探海工業KK提供)�



一29一

本船は10トンのダンフォｰス型アンカｰを8点錨泊する

装置をもちこれを操作するのに複胴油圧ウィンチ4台

を使用しています.その他の固定法については本誌

115号に記載されてV'ますがその刺乙あるAPE方式

(自動定位装置)も近い将来本船にも取り付ける予定

にしているようです.

次にビットや掘管の昇降ですカミこの方法についても

57号に述べているようにガイドケｰブルと漏斗によっ

て行な'われます.海底孔口にはこの外にドリリングヘ

ッドブロｰアウトプリベンダｰ二重罰飾ゲｰトリ

リｰズセｰフティジョイント柱どすべてが五セットに

狂って取り付けられます.本船の改築1麟装はほとん

ど日本製のもので行匁われてい凄すカミこの海底孔口

装置と次記のバンパｰサブは米国から輸入されます.

最後に船の動揺が鋼管に及ぼす影響の問題ですがこの

点についてもユ15号に述べています｡本船にはシェ

ファｰ社の姦1んインチのバンパｰサブ(ストロｰク約2

m)3本を常設し上下動を吸収するとともに硬質ゴ

ム製のフレキシブルジョイントを採用し船の傾むき

を緩衝しています｡このため従来考えられていた複吊

りタｰンテｰブル方式は採用せずテｰブルは陸上と同

様に船上に固定するとともにボイスチングウォｰタ

スィｰベルはマスト櫓に取り付けられたガイドレｰル上

を滑動するようにしてあります.

話が前後しますが錦一探海号は婿和37年の秋北

海道大学水産学部所属の｢為しぶろ丸｣カ嶋船と扱り

その払い下げを受けて改装の運びとなったものです.

改装に当り佐々先生の指導をうけて会社の関係者カ養米

国に渡りこの種の船の兇学資料収集を行たいそれ

に基づいて本船の改装添試みられ花わけです.改装工

事は昌本鋼管KK清水造船所によりて施工し改装に約

3ヵ月騰装に約婁カ月を要して完成しています.

本船のおもな仕様は次のとおりです｡

れていますこの櫓は必要に応じて倒置が可能であり

起こしたり倒したりするのに5分以内ですみます

その時のロｰプ張力は約25トンといわれています

掘奏く機はN-1,000型ロｰタリｰ式ドロｰウオｰクスで

160呼のダイハツエンジンで駆動されます(巻上能力

εoトン)この型は4】/2インチの掘管で1,000m31んイ

ンチの掘管で1黄500m掘套くする能力をもっています.

泥水ポンプは掘さく用(〃パンチ×ユ2インチ)とミ率サ

ｰ踊(塞たは予備周6]んインチ×ユOインチ)の2合が勅

りそれぞれユ60呼のエンジンで駆動さ扱まず

その減かとしてシェｰカｰタンク(15革ン容量)泥

水タンクミキシンクタンクが設けられそれらのため

に静水王㈱トン燃料42トンヘントナイト20トンセ

メント王0トンが積み込まれますこれらも掘さくが進

展す刷こつれて補給さ拠ることはいうまでもありま蛙ん

ボｰリングはコアを必要とする時にはワイヤｰライン

工法を採用しその他の場合にはノンコアリングで掘屑

および物理検層によって地質を調べますがこのために

船内にはコア検査窒が設けられています

3):停船様武

水深30卿以上200mまでの水域で作業が可能とされてい

談すが湾内などのように平穏な海域では30皿以浅でも

作業憾できますアンカｰは10トンのダンフォｰス型

のもので8点錨泊の装置炉ありこのために複胴油圧ウ

づソチが前後に2台ずつ取り付けられています本船

は自航能力はありますが船を固定させるためには別に

投錨踊の船を傭うことにしているようです

��
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人員構成

本船の人員構成は甲板部(?人)機関部(8人).事

務部(義人)掘慈く部(工?人･…3交替)で掘さく

部の申には地質技師および助予等を含んでいますま

淀逝シ㌔将刑こは検層技師も加克る予定にしています

その他の改遺歳

申爽にあっ次ブりジを後部に移し｡その他上甲板の

諸構築物を撤去し櫓および鉄管類の置場にしたこと

鉄管類置場(Pip㍑婁｡}慨)は糟前に取1)付け油圧

自動せり上り式とし!,00⑪㎜分数収納することができ

ること談た船尾をクルｰザｰ型にしたり船首にも掘

さく作榮がで蓬るように張り出しを設けたこと申甲板

1こは泥水術澱系統装鷺一武を設麓したこ1となどが為も

匁敏装点です

1):船体

総トン数･…503.72トン船長…･51.7細

身合苛噴一9.16nユ兇合毒笥･一･4.72nユ

平均逮カ･…王1ノット

自航能力･…4サイクル単動堅塑自己逆転式無気噴油

ジｰゼル機鰯(800段)

このようにして本格的ボｰリング船がようやく誕生し

色わけですがこれだけでは塞恕完全なものとはいえま

せん｡段冷と改奥していくとは思いますがさしあた

ってほ近蜜将来に次のよう狂装備も計圃しているよう

です｡

2):掘さく装震

本船の中心都に直径3㎜の栄があけられていてその殖

上に高さ20.6mのジャックナイフ型のマスト櫓が設けら

互)電録検鱈装置ノル別レ(鎚と汲)マイク蝉慨ツタ

キャジパｰニュｰトロン速度温度の各種ロッキン�
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左:マスト櫓

を起こす

(160呼エン

ジン駆動のド

回一ウオｰク

スで起こす)

こし終って基

礎枠に取りつ

ける

トリゴｰンビットをつけた一連の掘管をタｰンテｰブルにはめこむ

マスト格を

たおして航行

中の第1探海号

(太平洋探海工業KK

提供)

最後のケｰリｰをはめこみ掘さく準備完了�
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グ装置

2)コア検査窒に饒アの繊度‡はひ重鉱物の分析装麓ニヒ質

工学的試験設備一武の蕎受置

6)投錨装置にフェアリｰダｰ(Fairleader)を使用し張

力計を付け平均展張を保たせる将来は展張自動制

限とする

7)停留抑)船の停止を助けるため舷外スクリュｰを装備

3)水中テレビ細よび水中カメ多の装備

4)音波探査鐘置

轟)将来は自動定位装置(AutomaticPositioningEquip一

郷嚢鮒)をとりつける

5)パフ岬スイｰペルの採用

マスト櫓をセットした第1探海号(太平洋探瀞〕二築KK提供)

以上第一深海号について見た蛮蜜闘いたま塞を概

略謁し蜜した淋四面海に囲嘆れたわが国はとって多

くの色冷な資源をもつ大陸棚の地質調査は薩業発展上

巻わめて重要匁ことであり襲た沿岸防災上も展詩行な

わ抜ければ匁ら扱いことです｡この時期において本

船が誕生したことはきわめて有意義なことであり今後

技術上の点でも色々な問題が生じるとは思いますが鋭

意研究を重ね本船の性能を十二分に発葎するよう希望

してやみません.最後に本稿を起こすに当って種々の

資料を提供された佐々先生はじめ会社関係者に謝意を表

する次第です.

(筆者は技術郁試錐課)

中甲板にある泥水タンクの一部

婚婚霧

中甲板にある泥水循環系繊の一部�
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↑船の中央に設けられた直径3mの穴に掘さく具が

降二下している

船尾にある各種付属設備

(太平洋探海工業KK提供)

米国における海洋掘さ

く船一覧裁
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(5)C中央井武

(6)O舷外式

(7)双胴船

(8)舷外張出役附

(9)曳行中浮上目的地で半沈水

いずれも固定役�


